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2005年（腎泌尿器外科グループ） 

 
原 著 

No．  1 Ami Y, Shimazui T, Akaza H, Uematsu N, Yano Y, Tsujimoto G, Uchida K： 
Gene expression profiles correlate with the morphology and metastasia 
characteristics of renal cell carcinoma cells, 

Oncology Report 13：75-80, 2005 
No．  2 Akaza H： 

Effectiveness of maximal androgen blockade(MAB);illusion or reality? 
Can J Urol 12(Supl 1)：77-80, 2005 

No．  3 Shariat S F, Zippe C, Ludecke G, Boman H, Sanchez-Carbayo M, Casella R, Mian C, 
Friedrich M G, Eissa S, Akaza H, Sawczuk I, Serretta V, Huland H, Hedelin H,  
Rupesh R, Miyanaga N, Sagalowsky A I, Wians F Jr, Roehrborn C G, Lotan Y, Perrotte P, 
Benayoun S, Marberger M J, Karakiewicz P I： 

Nomograms including nuclear matrix protein 22 for prediction of disease 
recurrence and progression in patients with Ta,T1 or CIS transitional cell 
carcinoma of the bladder 

J Urol 173：1518-1525, 2005 
No．  4 Hisamatsu E, Kawai K, Hinotsu S, Miyanaga N, Shimazui T, Akaza H： 

Serum creatinine and cholesterol levels of testicular cancer patients in long-term 
follow up 

Int J Urol 12(8)：751-756, 2005 
No．  5 Inai H, Kawai K, Morishita Y, Nagata M, Noguchi M, Akaza H： 

Retroperitoneal extragonadal germ cell tumor in a patient with Klinefelter’s 
syndrome 

Int J Urol 12(8)：765-767, 2005 
No．  6 Muto H, Yamagata K, Inoue M, Nakazawa K, Hashimoto Y, Matsunaga T, Hirayama K, 

Hattori K, Akaza H, Koyama A： 
Acute multifocal bacterial nephritis complicated with acute renal failure and 
thrombocytopenia 

Intern Medicine 44(10)：1084-1087, 2005 
No．  7 Kai H, Yamagata K, Usui J, Shimizu Y, Hirayama A, Yoh K, Mase K, Hirayama K, 

Nagase S, Kawai K, Akaza H, Koyama A： 
Crescentic glomerulonephritis associated with renal cell carcinoma after cancer 
immunotherapy 

J Nephrol 18：436-441, 2005 
No．  8 服部 一紀，赤座 英之，大谷 幹伸，斎藤 洋子： 

茨城県住民検診に基づいた年齢階層別PSA基準値の算定の試み 
腎泌予防医誌 13(1)：48-50, 2005 
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No．  9 宮永 直人，赤座 英之，及川 剛宏，関戸 哲利，樋之津史郎，服部 一紀， 
河合 弘二，島居 徹： 

浸潤性膀胱癌・最新のストラテジー 
T2・T3症例における動注・放射線併用療法による膀胱温存療法 

尿路悪性腫瘍研究会記録 31：15-18,2005 
No． 10 杉村 淳，板井 一好，宮永 直人，近田龍一郎，塚本 泰司，森  満，平尾 佳彦，

赤座 英之，藤岡 知昭： 
前立腺癌患者における血中セレン等微量元素濃度と臨床データの関連性 

腎泌予防医誌 13(1)：84-85, 2005 
No． 11 藤本 清秀，舛森 直哉，塚本 泰司，徳山 聡，荒井 陽一，谷川 俊貴，高橋 公太，

鈴木 和浩，山中 英壽，宮永 直人，赤座 英之，加藤 聡彦，石井 延久， 
宮澤 克人，鈴木 孝治，小野 佳成，大島 伸一，平尾 佳彦，CMA-PSA研究会： 

前立腺肥大症治療におけるChlormadinone acetate投与によるPSA測定値への影響 
（多施設共同研究） 

腎泌予防医誌 13(1)：89-91, 2005 
No． 12 宮川 友明，服部 一紀，川添 夏衣，小野澤瑞樹，島居 徹，赤座 英之： 

Ho-YAGレーザーにて切除し得た尿管ポリープの1例 
泌尿器外科 18(11)：1381-1384, 2005 

No． 13 Miyagawa T, Kawai K, Onozawa M, Hattori K, Shimazui T, Akaza H. 
Unusual presentation of necrotizing fasciitis in a patient who had achieved 
long-term remission after irradiation for testicular cancer. 

Int J Urol. 12(3):332-4, 2005 
No． 14 Kawai K, Kojima T, Miyanaga N, Hattori K, Hinotsu S, Shimazui T, Akaza H. 

Lectin-reactive alpha-fetoprotein as a marker for testicular tumor activity. 
Int J Urol. 12(3):284-9,2005 

No． 15 関戸 哲利，服部 一紀，常楽 晃，河合 弘二，島居 徹，赤座 英之： 
BAMGを用いた膀胱再生 ラット正常および病的膀胱に対するBAMGを用いた検討

から． 
泌尿器外科 18:1181-1188, 2005 

 
総 説 

No．  1 赤座 英之，鶴尾 隆，西條 長宏，曽根 三郎，礒西 成治，大橋 靖雄，祖父江友孝，

山中 英壽，福田 護，丸山 雅一，江口 研二，伊藤 一人，Smith M, Milsted B： 
特別寄稿 がん検診 

Jpn J Cancer Chemother 32(1)：125-134, 2005 
No．  2 宮永 直人，赤座 英之： 

手術によらない限局性前立腺癌の治療；陽子線療法 
臨床泌尿器科 59(7)：475478,2005 

No．  3 宮永 直人，赤座 英之： 
早期前立腺癌は切らずに治せるか? 前立腺癌の化学予防 

泌尿器外科 18(11)：1295-1299 
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No．  4 宮永 直人，赤座 英之： 
ここが聞きたい泌尿器科外来における対処と処方；膀胱癌術後のM-VAC療法 

臨床泌尿器科 59(4)：214-217,2005 
No．  5 宮永 直人，赤座 英之： 

ここが聞きたい泌尿器科外来における対処と処方； 
表在性膀胱癌に対するBCG膀胱内注入療法 

臨床泌尿器科 59(4)：218-221,2005 
No．  6 宮永 直人： 

膀胱癌のケアQ&A；膀胱内注入療法 
泌尿器ケア 10(3)：251-255,2005 

No．  7 島居 徹： 
泌尿器科手術における下肢深部静脈血栓症のリスクファクターと診断・予後 

泌尿器外科 18:763-771, 2005 
No．  8 島居 徹，赤座 英之： 

男性ホルモンと前立腺癌 
Pharma Medica 23:53-56, 2005 

No．  9 島居 徹，赤座 英之： 
Androgen療法は前立腺癌発症を促進するか 

Geriatric Medicine 老年医学 43:263-268, 2005 
No． 10 樋之津 史郎： 

パソコン活用術とその周辺； 
統計解析とデータマネジメントにおける表計算ソフトの利用法 

臨床泌尿器科 59(1)：43-52,2005 
 

著 書 

No．  1 赤座 英之： 
19. 泌尿器科疾患 前立腺癌 
「今日の治療指針」 

山口 徹、北原 光夫（総編集） 
医学書院：790-791, 2005 

No．  2 赤座 英之： 
前立腺がんの予防 
「がん予防の最前線」下 

田島 和雄（監） 徳留 信寛、古野 純典、中地 敬（編） 
昭和堂：215-221, 2005 
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No．  3 河合 弘二，赤座 英之： 
薬剤師・薬学生のための臨床医学 なぜこう処方するのか 
病態をふまえた薬物治療のstrategyを理解する 
9.「腎細胞癌」 

矢崎 義雄、乾 賢一、望月 眞弓、山崎 力、 
坂本 哲也、中川 恵一、小野 一之、林 同文編 

文光堂：908-911, 2005 
No．  4 河合 弘二，赤座 英之： 

薬剤師・薬学生のための臨床医学 なぜこう処方するのか 
病態をふまえた薬物治療のstrategyを理解する 
10.「精巣腫瘍」 

矢崎 義雄、乾 賢一、望月 眞弓、山崎 力、 
坂本 哲也、中川 恵一、小野 一之、林 同文編 

文光堂：912-914, 2005 
No．  5 赤座 英之： 

「臨床腫瘍学の展望」；JJCO日本語ダイジェスト、解説/臨床腫瘍学 
日本と世界の動向；泌尿器 

垣添 忠生、高上 洋一、佐野 武、 
渋井壮一郎、橋本 勝美、吉増奈美子編 

がん研究振興財団：67-68, 2005 
No．  6 Akaza H,,Yamaguchi A, Matsuda T, Igawa M, Kumon H, Soeda A, Arai Y, Usami M, 

Naito S, Kanetake H, Ohashi Y： 
「臨床腫瘍学の展望」；JJCO日本語ダイジェスト 
進行前立腺癌に対する初回治療法としてビカルタミド80mgと黄体化ホルモン

（LHRH）作動薬の併用はLHRH作動薬単独療法と比較して抗腫瘍効果が高い； 
日本人患者を対象としたランダム化臨床試験の中間解析結果 

垣添 忠生、高上 洋一、佐野 武、 
渋井壮一郎、橋本 勝美、吉増奈美子編 

がん研究振興財団：71-73, 2005 
No．  7 Akaza H, Miyanaga N, Takashima N, Naito S, Hirao Y, Tsukamoto T, Fujioka T, Mori M, 

Kim W J, Song J M, Pantuck A J： 
「臨床腫瘍学の展望」；JJCO日本語ダイジェスト 
前立腺癌患者と対照群におけるエクオル産生者の比率の比較； 
イソフラボンについての日本・韓国・アメリカ住民における症例対照研究 

垣添 忠生、高上 洋一、佐野 武、 
渋井壮一郎、橋本 勝美、吉増奈美子編 

がん研究振興財団：74-75, 2005 
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No．  8 Kojima T, Shimazui T, Onozawa M, Tsukamoto S, Hinotsu S, Miyanaga N, Hattori K, 
Kawai K, Akaza H： 

「臨床腫瘍学の展望」；JJCO日本語ダイジェスト 
ホルモン不応性前立腺癌患者に対するドセタキセル毎週投与； 
日本人患者におけるパイロット研究 

垣添 忠生、高上 洋一、佐野 武、 
渋井壮一郎、橋本 勝美、吉増奈美子編 

がん研究振興財団：76-77, 2005 
No．  9 Akaza H, Usami M, Hinotsu S, Ogawa O, Kagawa S, Kitamura T, Tsukamoto T, Naito S, 

Hirao Y, Murai M, Yamanaka H： 
「 臨床腫瘍学の展望」；JJCO日本語ダイジェスト 
日本においてホルモン療法により初期治療を受けた前立腺癌患者の特徴； 
J-CaPサーベイランス 

垣添 忠生、高上 洋一、佐野 武、 
渋井壮一郎、橋本 勝美、吉増奈美子編 

がん研究振興財団：79-80, 2005 
No． 10 島居 徹，赤座 英之： 

「臨床腫瘍内科学入門」 
抗癌剤の作用機構 4.ホルモン療法 

金倉 譲編 
永井書店：22-27, 2005 

No． 11 樋之津 史郎，赤座 英之： 
「有害事象の判定・評価法と当局への対応」 
領域別有害事象からみたケーススタディ［5］泌尿器系 

技術情報協会：77-83, 2005 
 
学会発表 

No．  1 高岡栄一郎，服部 一紀，川添 夏衣，福原 喜春，宮川 友明，島居 徹，赤座 英之： 
ジェムシタビン、パクリタキセル療法にて長期生存を得ている進行性尿路移行上皮癌

の1例 
第14回茨城がん学会（水戸）、1月、2005 

No．  2 及川 剛宏，河合 弘二，島居 徹，赤座 英之： 
腎癌および前立腺癌に対する活性化NK細胞を用いたオーダーメイド医療 

第14回泌尿器科分子・細胞研究会（盛岡）、2月、2005 
No．  3 高岡栄一郎，直井 牧人，服部 一紀，関戸 哲利，樋之津史郎，島居 徹，赤座 英之： 

ジェムシタビン、ドキソルビシン療法が奏功した1例 
第63回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）、3月、2005 

No．  4 末富 崇弘，眞鍋 文雄，稲井 広夢，赤座 英之： 
自覚症状を評価し得たKallmann症候群の1例 

第63回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）、3月、2005 
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No．  5 河合 弘二，高岡栄一郎，直井 牧人，島居 徹，赤座 英之，友部 光朗，松木 克之： 
導入化学療法において腫瘍融解症候群を合併した精巣腫瘍肝転移の1例 

第63回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）、3月、2005 
No．  6 樋之津史郎，及川 剛宏，山本 貴大，直井 牧人，関戸 哲利，服部 一紀， 

宮永 直人，河合 弘二，島居 徹，赤座 英之： 
筑波大学における前立腺生検の適応と成績 

第63回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）、3月、2005 
No．  7 藤本 清秀，平尾 佳彦，長多 好恵，森  満，高橋 敦，塚本 泰司，横溝 晃， 

内藤 誠二，宮永 直人，赤座 英之，KimWun Jae： 
健常ボランティアを対象にした大豆イソフラボン血中濃度の世代間調査 

第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 
No．  8 関戸 哲利，宮永 直人，河合 弘二，服部 一紀，樋之津史郎，島居 徹，赤座 英之： 

内腸骨動脈内抗癌剤注入と放射線照射による膀胱温存療法後の膀胱機能に関する長期

的な検討 
第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 

No．  9 厨川 謙，河合 弘二，樋之津史郎，稲井 広夢，宮川 友明，島居 徹，服部 一紀，

宮永 直人，関戸 哲利，及川 剛宏，赤座 英之： 
インターフェロンαで治療を行った転移を有する腎細胞癌における予後因子としての

末梢血好中球測定の意義 
第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 

No． 10 直井 牧人，飯田 勝之，及川 剛宏，関戸 哲利，樋之津史郎，服部 一紀， 
宮永 直人，河合 弘二，島居 徹，内田 克紀，赤座 英之： 

BMIは遠隔転移を有する前立腺癌の予後因子になるか？ 
第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 

No． 11 安東 聡，厨川 謙，宮永 直人，樋之津史郎，高岡栄一郎，直井 牧人，及川 剛宏，

関戸 哲利，服部 一紀，河合 弘二，島居 徹，赤座 英之： 
限局性前立腺癌に対する内分泌単独療法の意義の検討 

第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 
No． 12 及川 剛宏，河合 弘二，島居 徹，西條 薫，大野 忠夫，赤座 英之： 

臨床経過中に血清と末梢血リンパ球の解析を行い、抗腫瘍免疫の誘導を追跡し得た転

移期腎細胞癌の3例 ＜口演＞ 
第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 

No． 13 宮永 直人，赤座 英之，塚本 泰司，平尾 佳彦，内藤 誠二，藤岡 知昭，森  満，

Kim Wun Jae，Song Jae Mann，Pantuck-Allan J： 
前立腺がん患者における血中大豆イソフラボンの検討―日韓米の症例対照研究 
＜口演＞ 

第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 
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No． 14 樋之津史郎，赤座 英之，井坂 茂夫，金武 洋，窪田 吉信，黒田 昌男，篠原 信雄，

新家 俊明，橘 政昭，内藤 誠二，平尾 佳彦： 
表在性膀胱癌に対するBCG（イムノブラダー）の膀胱内注入療法術後再発予防効果 
持続時間の検討 ＜口演＞ 

第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 
No． 15 河合 弘二，及川 剛宏，関戸 哲利，樋之津史郎，服部 一紀，宮永 直人，島居 徹，

赤座 英之： 
M-VAC療法不応性及び再発性尿路上皮癌に対するGemcitabine+Paclitaxel 
併用維持療法 ＜口演＞ 

第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 
No． 16 鳶巣 賢一，津島 知靖，原  勲，樋之津史郎： 

総合企画・ケーススタディ：膀胱癌の診断治療 
第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 

No． 17 赤座 英之，赤倉功一郎，頴川 晋，野々村祝夫： 
総合企画・ケーススタディ：進行性前立腺癌の診断治療 

第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 
No． 18 島居 徹，阿弥 良浩，内田 和彦，吉川 和宏，植松 直也，稲村健太郎，佐賀 信介，

赤座 英之： 
腎癌細胞株におけるインターフェロンα（IFN）感受性とIFN投与前の遺伝子発現解

析  ＜ポスター＞ 
第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 

No． 19 宮崎 淳，河合 弘二，及川 剛宏，服部 一紀，島居 徹，赤座 英之： 
尿路上皮細胞に対するBCGの作用機構の解明 ＜ポスター＞ 

第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 
No． 20 阿弥 良浩，島居 徹，内田 和彦，吉川 和宏，佐賀 信介，植松 直也，稲村健太郎，

赤座 英之： 
腎癌細胞株におけるインターフェロンα（IFN）感受性と遺伝子発現解析 
―IFN暴露後の経時的変化― ＜ポスター＞ 

第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 
No． 21 服部 一紀，飯田 勝之，常楽 晃，塚本 定，赤座 英之，大保 亮一： 

ラット膀胱発癌モデルにおけるCOX-2阻害剤、EGF受容体キナーゼ阻害剤の発癌予防

効果 ＜ポスター＞ 
第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 

No． 22 新宅 一郎，佐藤 信，赤座 英之，小川 修，塚本 泰司，内藤 誠二，藤本 博行，

三木 恒治，荒井 陽一： 
精巣腫瘍におけるIGCCCの妥当性の検討 ＜ポスター＞ 

第93回日本泌尿器科学会総会（東京）、4月、2005 
No． 23 安東 聡，河合 弘二，高岡栄一郎，服部 一紀，島居 徹，赤座 英之： 

高齢者精巣腫瘍に対する導入化学療法の有害事象 
第18回日本老年泌尿器科学会（岩手）、5月、2005 
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No． 24 Akaza H, Yoshida H, Takimoto Y, Kagawa S, Terai A, Arai Y, Usami M, Naito S, 
Kanetake H, Ohashi Y： 

Bicalutamide 80 mg in combination with an LHRHa versus LHRHa monotherapy 
in previously untreated advanced prostate cancer;a double-blind, 
placeb-controlled trial 

ASCO Annual Meeting(Orland,Florida), May, 2005 
No． 25 Miyanaga N, Akaza H, Sekido N, Hinotsu S, Hattori K, Kawai K, Shimazui T, Akine Y, 

Hata M, Tokuue K： 
Bladder-sparing regimen using intra-arterial chemotherapy and radiotherapy for 
invasive bladder cancer 

ASCO Annual Meeting(Orlando,Florida), May, 2005 
No． 26 Benayoun S, Shariat S F, Perrotte P, Friedrich M G, Zippe C D, Ludecke G, Boman H, 

Sanchez-Carbayo M, Casella R, Mian C, Eissa S, Akaza H, Sawczuk I S, Serretta V, 
Hedelin H, Rupesh R, Miyanaga N, Sagalowsky A I, Wians F Jr, Rehrborn C G,Lotan Y, 
Sulser T, Gasser T C, Marberger M J, Karakiewicz P I： 

Institutional variability in predictive accuracy of urinary cytology for prediction of 
transitional cell carcinoma recurrence 

AUA  Annual Meeting(San Antonio, Texas), May, 2005 
No． 27 Iida K, Itoh K, Kumagai Y, Oyasu R, Hattori K, Kawai K, Shimazui T, Akaza H, 

Yamamoto M： 
NRF2 is essential for the chemopreventive efficacy of Oltipraz against urinry 
bladder carcinogenesis 

AUA  Annual Meeting(San Antonio, Texas), May, 2005 
No． 28 Kawai K, Oikawa T, Sekido N, Hinotsu S, Hattori K, Miyanaga N, Shimazui T, Akaza H： 

Maintenance chemotherapy with gemcitabine and paclitaxel for M-VAC refractory 
metastatic transitional cell carcinoma 

AUA  Annual Meeting(San Antonio, Texas), May, 2005 
No． 29 宮永 直人，赤座 英之，山川 誠，松村 剛，三竹 毅，島居 徹，椎名 毅： 

Tissue elastography；前立腺癌診断におけるElastographyの有用性（シンポジウム） 
第78回日本超音波医学会学術集会（東京）、5月、2005 

No． 30 宮永 直人，赤座 英之，山川 誠，松村 剛，三竹 毅，島居 徹，椎名 毅： 
前立腺癌における超音波医学の進歩； 
組織弾性診断法により何がわかるのか？（シンポジウム） 

第78回日本超音波医学会学術集会（東京）、5月、2005 
No． 31 遠藤 剛，鈴木康一郎，服部 一紀，樋之津史郎，河合 弘二，島居 徹，赤座 英之： 

頚髄腫瘍を機に発見されたCushing症候群を呈する副腎癌の1例 
第64回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）、6月、2005 

No． 32 持原 健勝，宮川 友明，及川 剛宏，宮永 直人，服部 一紀，島居 徹，赤座 英之： 
膀胱印環細胞癌に対しTs-1+CDDP併用化学療法を施行した1例 

第64回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）、6月、2005 
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No． 33 厨川 謙，堤 雅一，宮川 友明，山本 貴大，久松 英治，関戸 哲利，石川 悟： 
当院における体外衝撃波結石破砕術417例の検討 

第64回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）、6月、2005 
No． 34 及川 剛宏，河合 弘二，島居 徹，赤座 英之，石川 栄一，坪井 康次，高野 晋吾，

松村 明，今川 重彦： 
腎癌、前立腺癌および悪性腫瘍に対する活性化NK細胞療法 

第33回BCG・BRM療法研究会（東京）、7月、2005 
No． 35 宮川 友明，及川 剛宏，宮永 直人，厨川 謙，樋之津史郎，関戸 哲利，服部 一紀，

河合 弘二，島居 徹，赤座 英之： 
膀胱上皮内癌に対する膀胱内注入療法の治療効果と予後 

第33回BCG・BRM療法研究会（東京）、7月、2005 
No． 36 宮永 直人，樋之津史郎，塚本 定，石川 悟，大谷 幹伸，菊池 孝治，西嶋由貴子，

島居 徹，赤座 英之： 
前立腺癌のホルモン療法における緑茶抽出物（GTE）の有用性 

第14回腎泌尿器疾患予防医学研究会（長崎）、7月、2005 
No． 37 島居 徹，阿弥 良浩，内田 和彦，吉川 和宏，小島 崇宏，宮崎 淳，佐賀 信介，

赤座 英之： 
腎癌細胞株におけるインターフェロンα（IFN）投与後の経時的遺伝子発現解析によ

るIFN感受性の予測 ＜ポスター＞ 
第64回日本癌学会学術総会（札幌）、9月、2005 

No． 38 田中 雅博，藤本 清秀，平尾 佳彦，長多 好恵，森  満，赤座 英之，Kim Wun Jae： 
健常人を対象にした大豆蛋白摂取量と血中・尿中濃度の世代間調査 ＜ポスター＞ 

第64回日本癌学会学術総会（札幌）、9月、2005 
No． 39 長多 好恵，園田 智子，森  満，高橋 敦，塚本 泰司，横溝 晃，内藤 誠二， 

藤本 清秀，平尾 佳彦，藤岡 知昭，高島 尚美，宮永 直人，赤座 英之： 
前立腺癌の宿主・環境要因に関する症例対照研究 ＜ポスター＞ 

第64回日本癌学会学術総会（札幌）、9月、2005 
No． 40 河合 弘二，稲留 征典，及川 剛宏，野口 雅之，赤座 英之： 

精巣腫瘍の原発巣及び化学療法後の残存病巣におけるHER2及びKITの発現 ＜ポス

ター＞ 
第64回日本癌学会学術総会（札幌）、9月、2005 

No． 41 飯田 勝之，伊藤 健，島居 徹，赤座 英之，山本 雅之： 
膀胱発癌におけるグルクロン酸転移酵素（UDP-glucurono-syltransferase）遺伝子の

発現低下の分子機構の解析 ＜ポスター＞ 
第64回日本癌学会学術総会（札幌）、9月、2005 

No． 42 樋之津史郎，赤座 英之，宇佐美道之，小川 修，香川 征，北村 唯一，塚本 泰司，

内藤 誠二，平尾 佳彦，村井 勝，山中 英壽，J-Cap研究会： 
前立腺癌 ―本邦における前立腺癌内分泌療法の現状―（ワークショップ） 

第64回日本癌学会学術総会（札幌）、9月、2005 
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No． 43 及川 剛宏，河合 弘二，石川 栄一，坪井 康次，高野 晋吾，今川 重彦，松村 明，

島居 徹，赤座 英之： 
エフェクター細胞の誘導―難治性悪性腫瘍に対する活性化NK細胞療法（ワークショ

ップ） 
第64回日本癌学会学術総会（札幌）、9月、2005 

No． 44 宮永 直人，赤座 英之： 
進行性膀胱癌の治療戦略、個別化治療に向けて 
浸潤性膀胱癌の膀胱温存可能症例の特徴（シンポジウム） 

第70回日本泌尿器科学会東部総会（岩手、花巻）9月、2005 
No． 45 安東 聡，島居 徹，服部 一紀，山本 貴大，厨川 謙，赤座 英之： 

Splenogonadal fusionの1例 
第70回日本泌尿器科学会東部総会（岩手、花巻）9月、2005 

No． 46 島居 徹，服部 一紀，関戸 哲利，塚本 定，赤座 英之： 
OUOF法による尿道形成術の短中期成績 

第70回日本泌尿器科学会東部総会（岩手、花巻）9月、2005 
No． 47 持原 健勝，関戸 哲利，及川 剛宏，樋之津史郎，服部 一紀，宮永 直人， 

河合 弘二，島居 徹，赤座 英之： 
分娩後に難治性膀胱炎を来した間欠的自己導尿施行中の1例 

第70回日本泌尿器科学会東部総会（岩手、花巻）9月、2005 
No． 48 Tsutsumi M, Miyakawa T, Ishikawa S, Matsumura T, Shiina T, Miyanaga N, Akaza H： 

Real-time tissue elasticity imaging(Elastography)for prostate cancer detection 
SIU Meeting(Argentina), Sep, 2005 

No． 49 Miyanaga N, Akaza H, Tsukamoto T, Hirao Y, Naito S, Fujioka T, Mori M, Kim W J, 
Song J M, Pantuck A J： 

Serum soy bean isoflavone in prostate cancer patients; Case-controlled Studies of 
Isoflavones in Japanese, Korean and American Residents 

第16回前立腺がんワークショップ（東京）、9月、2005 
No． 50 宮永 直人，赤座 英之： 

膀胱温存のための化学放射線療法 
第43回日本癌治療学会総会（名古屋）、10月、2005 

No． 51 及川 剛宏，河合 弘二，関戸 哲利，樋之津史郎，服部 一紀，宮永 直人，島居 徹，

赤座 英之： 
尿路上皮癌に対するGemcitabine + Paclitaxel併用療法中の発熱に関する検討 

第43回日本癌治療学会総会（名古屋）、10月、2005 
No． 52 関戸 哲利，及川 剛宏，樋之津史郎，服部 一紀，宮永 直人，河合 弘二，島居 徹，

赤座 英之，根本 真一： 
膀胱内圧測定用2腔性ピッグテイルカテーテルの有用性に関する検討 ＜ポスター＞ 

第12回日本排尿機能学会（松本）、10月、2005 
No． 53 樋之津史郎，関戸 哲利，島居 徹，赤座 英之： 

留置中のダブルJ尿管ステント断裂の1例 
第65回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）、10月、2005 
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No． 54 鈴木康一郎，及川 剛宏，宮永 直人，河合 弘二，島居 徹，赤座 英之： 
気腫性膀胱炎の1例 

第65回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）、10月、2005 
No． 55 宮川 友明，服部 一紀，遠藤 剛，鈴木康一郎，関戸 哲利，島居 徹，赤座 英之： 

右副腎摘除後の左副腎腫瘍に対し腹腔鏡下副腎部分切除術を施行したクッシング症候

群の1例 
第19回日本Endourology・ESWL学会総会（東京）、11月、2005 

No． 56 藤本明日香，早坂 弘子，堀 敦子，塩谷 聡子，藤嶋恵美子，助川みや子，関戸 哲利，

島居 徹，赤座 英之： 
腎ろう造設患者の退院指導パンフレット作成 

第17回茨城老人泌尿器科研究会（水戸）、11月、2005 
No． 57 樋之津史郎，原 勲，山口 直比古，長谷川 友紀，平尾 佳彦，，赤座 英之， 

守殿 貞夫： 
前立腺がん診療ガイドライン作成に用いた検索論文データ管理システム 

第26回日本医療情報学会学術大会（横浜）、11月、2005 
No． 58 及川 剛宏，河合 弘二，石川 栄一，坪井 康次，高野 晋吾，今川 重彦，松村 明，

島居 徹，赤座 英之： 
難治性の腎癌、前立腺癌および悪性脳腫瘍に対する活性化NK細胞療法 

第7回泌尿器遺伝子細胞治療研究会（岡山）、11月、2005 
No． 59 宮川 友明，河合 弘二，宮永 直人，及川 剛宏，樋之津史郎，関戸 哲利， 

服部 一紀，島居 徹，赤座 英之： 
表在性膀胱癌に対するBCG膀胱内注入療法後に合併したライター症候群の4例 

第18回バイオセラピィ学会学術集会総会（山口）、12月、2005 
No． 60 宮永 直人，赤座 英之，幡多 政治，徳植 公一，及川 剛宏，関戸 哲利， 

樋之津史郎，河合 弘二，島居 徹，橋本 孝之，福光 延吉，菅原 信二，秋根 康之： 
限局性前立腺癌に対する陽子線治療 

第21回前立腺シンポジウム（東京）、12月、2005 
 
班研究報告 

No．  1 大島 伸一，鈴木 和浩，平尾 佳彦，赤座 英之，荒井 陽一，頴川 晋，藤本 博行，

長谷川友紀，原 勲，守殿 貞夫： 
前立腺癌診療ガイドライン作成に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 医療技術評価総合研究事業 
平成15年度～平成16年度総合研究報告書、2005 

 
その他 

No．  1 Akaza H, Equol： 
One isoflavone for chemoprevention of Prostate Cancer 

The 18th International Symposium of Foundation for 
Promotion of Cancer Reseach(Tokyo),Jan, 2005 
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No．  2 Akaza H： 
Japanese status of the treatment of invasive bladder cancer 

Javlor Advisary Board Meeting(Bangkok), Jan, 2005 
No．  3 赤座 英之： 

前立腺癌MAB療法の将来（特別講演） 
第6回KPUM泌尿器科臨床研究会（京都）、2月、2005 

No．  4 赤座 英之： 
前立腺癌の化学予防 

第20回県央県北泌尿器科懇話会（水戸）、2月、2005 
No．  5 赤座 英之： 

前立腺癌とequol 
第5回植物エストロゲン・シンポジウム（東京）、2月、2005 

No．  6 Miller K, Evans C P, Akaza H, Alcaraz A： 
Focus on localized and locally advanced disease 
「The changing face of localized prostate cancer」 

Prostate Cancer Summit(Athens, Greece), Jun, 2005 
No．  7 Akaza H, Alcaraz A, Evans C P, Kirby R, Klotz L H, Miller K, Payne H： 

Aspirations for locally advanced disease「What is the optimal use, timing and 
duration of hormonal therapy in locally advanced disease？」 

Prostate Cancer Summit(Athens, Greece), Jun, 2005 
No．  8 Akaza H： 

Focus on Advanced disease「What’s new in combination therapy？A Japanese 
experience」 

Prostate Cancer Summit(Athens, Greece), Jun, 2005 
No．  9 Akaza H, Chang S G, Gann P, Habib F, Kirby R, Mendoza A, Thompson I, Van Poppel： 

7-Prostate, Committee 11;Prostate Cancer Prevention 
6th International Consultation on New Developments in Prostate Cancer 

and Prostate Disease(Paris), Jun, 2005 
No． 10 赤座 英之： 

前立腺癌の化学予防（ランチョンセミナー） 
第14回日本腎泌尿器疾患予防医学研究会（長崎）、7月、2005 

 
No． 11 赤座 英之： 

J-Cap調査に見る日本の前立腺癌治療の動向；特に局所限局癌に対する内分泌療法に

ついて 
第1回七山セミナー（東京）、11月、2005 

No． 12 Akaza H： 
Recommendations for Defining and Treating High Risk” Disease 

Innovations and Challenges in Prostate Cancer 
(San Francisco, California),Nov, 2005 
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No． 13 Akaza H： 
Soy isoflavones and prostate cancer 

The 36th International Symposium of The Princess Takamatsu 
Cancer Reserch Fund(Tokyo),Nov, 2005 
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